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匡謬勿伊ジ
ィンフルエンザ菌b型 (Hib) ワクチン No.10 

［ �どんな病気ですか？ ］ 
ヒブ感染症はインフルエンザ菌b型による感染症

です。インフルエンザ菌b型は、正式な菌の名前を
tfaemophilus jntluenzae typegと言い、その頭文字を
とってHib （ヒブ）と呼ばれます。

「インフルエンザ菌」は細菌
で、インフルエンザを起こす「イ
ンフルエンザウイルス」と混同さ
れることがありますが、全く別の
ものです。

一
重いヒブ感染症は、侵襲性（しんしゅうせい）感染症と

呼ばれ、通常菌のいない部位から細菌が見つかることで
診断します。

細菌性髄膜炎（さいきんせいずいまくえん）

脳や脊髄（せきすい）を つつむ髄膜（すいまく）に細菌が入りこ
み、炎症を起こし、発熱、嘔吐、頭痛、けいれんなどの症状を起
こす病気です。進行すると意識が低下し、抗菌薬による治療を適
切に行っても、難聴や四肢の麻痺などの後遺症を残したり、命を
落とすこともある重い病気です。

急性喉頭蓋炎（きゅうせいこうとうがいえん）

喉頭蓋（こうとうがい）と は、食物を飲み込むとき、のどの 入り口
をふさいで気管に入らない ような働きをするふた のことです。

喉頭蓋にヒブが感染し、はれることにより、急に熱がでて、つ
ばが飲み込めない、呼吸が苦しいなどの症状が現れます。病気
が進むと、急に空気の適り道をふさいでしまい、死亡することも
ある重い病気です。

そのほか
菌血症（きんけつしょう）
…血液 の中に細菌が見つかる状態。

化膿性関節炎（かのうせいかんせつえん）
…関節 の中に細菌が入り、膿がたまる病気。血液にのって 細菌が

関節に運ばれることが多いです。

�ワクチンをいつ、何回接種しますか？ ］ 
ヒブワクチンの定期接種対象年齢は、生後2か月か

ら5歳未満です。
ヒブワクチンは、生後2か月を過ぎたらすみやかに

接種を始めます。接種回数は、計4回です。初回免疫
として通常3回、いすれも27日以上の間隔（標準的に
は27~56日医師が必要と認めた場合は20日も
可）をあけます。追加免疫は、通常、初回免疫後7か月
以上の間隔（標準的には初回免疫後7か月以上73か
月未満）をおいて、7歳になったらすぐに1回接種しま
す。

標準スケジュ ール

●生後2か月～6か月に始める場合
闘

4回

1 回目 生饉2か月～6か月

2回目 前回から4~8週あけて

3回目 前回から4~8週あけて

4回目 3回目 からおおむね1年後の 1 蠣早期に

なお、定期接種の対象年齢・期間に、病気などでヒ
ブワクチンを受けられなかった場合、その特別な事情
がなくなった日から数えて2年を経過する日までの間
は、定期接種として接種できます。ただし、ヒブワク
チンは年齢の上限があり、10歳までの閻となってい
ます。

標準スケジュ ールより遅れた場合

●生後7か月～11か月に始める場合
闘

3回

⑤ ;：： ：：；ご；；

か

あ？ナて

3回目 2回目 からおおむね1年後
初回接種の開始が遅れ、生後7か月以上1 歳未満

になってしまった場合には、初回免疫を2回、追加
免疫を 1 回行います。

●満1歳～4歳に始める場合 闘 1 回
初回接種の開始が遅れ、1歳以上になってしまっ

た場合には、 1 回だけの接種を行います。




